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コミュニティ機能の利用による学習効果の評価
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Summary
　I conducted a study support by using the community functions of the Course 
Management System “Moodle” in order to make examined the effects.I confirmed 
the effect of this system on students by analyzing the study history, and the 
following points were confirmed. Student had a question-and-answer session with a 
teachereasily and used the system outside the class, therefore,this system is useful 
for the student's self-study support.But it was insufficient making the arguments 
between students.




















































































































































課題に対する投稿 41 1 42
教員コメントに対する返信投稿 0 11 11
学生間のコメント投稿 11 3 14
学生コメントに対する返信投稿 0 2 2
合　　　　計 52 17 69
４．コミュニティ機能利用による支援効果
　コース管理システムソフトウェアのコミュニティ機能を利用して、課題提出・相互評価を行う授
業を行う場合、期待される効果としては、次の点が考えられる。
　①　学生同士が、相互に質問・評価しあうことによる授業へのモチベーション向上
　②　学生同士が、議論することにより、課題に対し、より深く、複数の視点から検討をさせる
　③　学生・教員間での、質疑応答、指導の利便性
　④　授業時間外における学習の促進、および、欠席時の学習補習効果
　これらの点について、今回の実践結果から検証した。
　①②の学生同士の議論による相互学習効果については、前項の意見投稿状況の分析から、課題に
対し、各自で意見を述べ、相互に評価をしあう取り組みについては、一応、取り組まれたものの、
主体的な取り組みの促進になるほど十分ではなかった。この原因として、投稿意見に対し、議論す
るメリットが学生にとって、理解されていないことがあると思われる。前項のコメントの内容分析
からわかるように、学生からの返信コメントは、賛同のみが多く、レポート作成時の考察へのきっ
かけとなる議論にはつながらなかった。
　③の学生・教員間での、質疑応答・指導については、数的には大きくはなかったが、学生の意見
に対し、教員が検討すべき点を補うことで、学生の多角的な検討につながった例もみられた。この
指導機能は、従来でも、レポート課題提出機能において、教員から提出されたレポートに対し、コ
メント・評価することが可能であった。このレポート機能では、教員からのみコメントできること、
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再度コメントした場合、コメントが上書きされ、過去のコメント履歴を見ることができないこと、
完成されたレポートに対するコメントとなること、という制約があった。これに対し、コミュニティ
機能を利用した場合、相互に複数回質疑応答でき、教員は、学生の意見形成過程、レポート作成過
程において、適宜指導できるといったメリットがある。この利点を活かし、コミュニティ機能を学
生・教員間で、ゼミなどにおける、テーマの確認、アウトライン指導、論文指導などに有効活用で
きると思われる。
　④の授業時間外における学習については、授業時間外でもシステムを利用し、自分の意見への投
稿を閲覧し、その意見に対する返信を行う行動がみられた。しかし、その利用度は、授業資料閲覧、
小テスト復習に比べると少なく、授業外での主体的取り組みへの寄与が小さかった。
　また、欠席時の学習についても、小テスト復習に比べ、利用度は小さかった。
５．終わりに
　コース管理システムソフトウェアMoodleのコミュニティ機能を利用して、課題提出を行う授業
実践を行った。その結果、機能導入により、教員の指導効果があること、学生同士での議論の形成
は不十分であること、授業時間外でのシステム利用促進に一定の効果があることがわかった。
　特に、教員との意見交換については、別視点での意見検討の促しなど、指導に役立った。一方、
学生間での議論については、効果は不十分であり、議論誘導など、今後の検討課題としたい。
　今回の評価を行った科目では、試験得点といった定量評価をすることが難しいため、これまでに、
授業資料の閲覧、小テストの学習頻度と試験得点との関係から評価している科目についてもコミュ
ニティ機能利用を実施し、その効果を比較したい。
　また、プログラミングなどの各自の制作課題、プレゼンテーションの発表に対して学生間で相互
評価することによる学習効果についても、今後は実践評価をしていきたい。
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